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〈目的〉 

 国連海洋法条約の発効に伴い、我が国周辺水域内の水産資源の有効利用及び管理を行う

ために必要な情報を収集することを目的とし、水産資源調査・評価推進委託事業の一環と

して、操業日誌の記帳を依頼し、操業海域における漁獲量やいわし類の混獲状況等につい

て調査した。 

 

〈方法〉 

 船びき網11統（長原漁協1統、徳島市漁協1統、和田島漁協6統、橘町漁協1統、阿南漁協

2統）の標本船日誌調査を実施し、しらす類（いわし類幼魚）及びいわし類（いわし類成

魚）の漁獲量及び操業場所等を調査した。 

 

〈結果〉 

 しらす類の漁獲量を図1に示した。1～4月の漁獲は低調であったが、5月以降の漁獲は増

加傾向にあり、8月に漁獲のピークが見られた。9月以降の漁獲は減少傾向にあり、10～12

月の漁獲は低調であった。カタクチシラスが漁獲の大部分を占めるが、1、4、6月にはウ

ルメシラスが、5～6月にはマシラスが混獲された。 

 いわし類の漁獲量を図2に示した。例年、1～7月及び12月に漁獲があるが、今年は12月

の漁獲は見られなかった。カタクチイワシが漁獲の大部分を占めるが、6月にはマイワシ

が混獲された。 

 しらす類の操業海域ごとの1日あたりの CPUEを図3に、いわし類の操業海域ごとの1日

あたりの CPUEを図4に示した。しらす類では、徳島県海域の全域で漁獲があったが、い

わし類では、沿岸域の一部でのみ漁獲があった。 

 

〈今後の課題〉 

 特になし。 

 

〈次年度の計画〉 

 継続する。 
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図1 しらす類の漁獲量          図2 いわし類の漁獲量 

図3 しらす類の操業海域における CPUE 

図4 いわし類の操業海域における CPUE 
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